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1 .スウェーデン大企業のトップの低収入

Svenska foretags toppman har laglon 

概要 スウェーデンの社長と社長ブレーン

は，外のヨーロッパ諸国の同僚と比べる と，最低

所得グノレープになる。これはもちろん，税引後の

収入から見た結果である。

International Management Associationのヨ

ーロッパ支部 Management Center Europe 

CBrurssel)の調査には，スウェーデン企業のト

ップクラスの購買力は，個人に対する所得税率が

手強い結果であることを指摘している。

わけでも際立って収入の低いのは，大企業のト

ップクラスである。報酬は企業のスケーノレの大き

いほど多い。しかしスウェーデンの税の累進率は

収入が多ければ多いほどきびしくなるので，手取

りは殆んど多くならない。

ここで注目すべきは，企業首脳部の購買力を見

ると，スウェーデンはヨー ロッパ諸国の最下位に

あるということだ。

例えば年間売上高 7億 5千万乃至10億 クローナ

の規模を有するフランスの大企業の社長の購買力

は，スウェーデンの同僚の2.5倍に相当する。

==日正l
Makoto Onodera 

多国籍企業の重役報酬は最高 Management 

center Europe CM C E)の調査によると米国系

を含み多国籍企業の重役報酬は，最高である。こ

のレベルから見ると，スウェーデン大企業トップ

の実収は一層貧弱なものになる。

これについて困っているのはスウェーデン系の

多国籍企業のある一部である。 rうちの会社の在

外子会社のチーフは，本社の社長よりもよい給料

を取っている筈だ云々」これはエレクトロニクス

社長 Hans羽Terthin氏の口から出た言葉である。

重役報酬の国際比較 ヨーロツパ諸国の重役報

酬を比較して見ると，英国はフィンラ ンド・ノノレ

ワェーとともに，スウェーデン以外の諸国に比べ
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ても，際立って悪い方のグノレープである。しかし

MCEの説明によると，最近急速に改善されてい
るそうだ。

フランス・スイス・西独の重役報酬は高い方の

グループに属する。ただしその中には多くの多国

籍企業の重役が含まれている。

フランスのトップに課せられている所得税の率

は非常に低いのが目につく。

企業の大小および業種と重役報酬の多寡 上場

会社についてウプサラ大学の調査した結果による

と，重役報酬の多寡が，会社の規模の大小に比例

する面もあるが，これだけが決定的条件ではない。

むしろ最も重要な要素は，企業の業績であること

がはっきり出ている。

なお業種別によると，機械工業部門の社長報酬

は，他の部門を引離してし、る(第1表〉。

スウェーデンの社長報酬の段階は1000クローナ

飛びになっている。大企業の社長報酬が 200，000，

250，000および350，000にかたまっているのが，特

に目につく。なお 100，000クロ ーナ未満の社長が

1名， 500，000の高禄を食んでいるものが5名，平

均値は250，000である(第2表参照〕。本調査の

対象になった社長の22%は，ボーナスを取ってい

る。この数字はMCEのものと略々一致している。
ところが一つ面白い現象がある。それはスウェー

デンの銀行社長は l人も ボーナスを取っていない

ことだ。また回答を寄せた社長の96%には，何等か

の形の Fringebenefitsがある。その最も一般的

な形は運転手附自動車の配属と住宅費補助である。

第1表部門別および従業員数による社長の平均報酬

(年・単位クローナ〉

訟~門別 問屋 C叫 10ー木材機械
転よ¥建設業輸出入業…製紙窪船

100-4991 一一一 197，750167，500 ----175，000 

500-9991178，330206，333143，300183，330 

1. 000-
4.999 
5，000-
9.999 
10.000 
70， 000 
平均報酬
(クローナl
回答
企業数

228，889297，833190，000196，429271，067 

325，000 一一 一一一 325，000 300， 000 

一一一 340，000 一一332，500 

224，615242，643236，100223，077281.348 

14 10 13 13 

第 2表大企業144社の社長の所得調査

年間総所得 回答 年間総所得 回答
(単位千クローナ)人数 (単位千クローナ〉人数
86 ・.........・・・ 1I 106・・ ・0・ ・・ 1 

100....ー・・ー ・・・・・・・... 2 1 120・・・・・ー・ー・・...1 

2 

125・・4 ・・・ ・1

130・e ・・・・・・.......3

135・・・・・・・・・・・・・・・・・ー1 

139 ・・・ a・0・・・・・・・・・ ・1 

140 ・・・・・・・・・・・... 1 

141.......・...."...ー 1

150 ・・・・ 一・ ・・ー ..4 

160 ・ ・・・・・・ 2 

170..... ・ー・・・・・・・・・ 3

175 ・ ・・・・・・ e・・ 4

180 ・・・・・・・・・・ ・・・ 5

185・ ..............2 

192 ・・e ・・・ ・・ 2

195 ・・・・・・・・ e・・・ 1 

200・・・・ー・ ー-一014

210・・・・・・ ・・・・ ・ .... 3 

212・・・ 0・・・ 0・・・ ・・ 1 

215 ・ ・・・・・・...・ 2 

216・6 ・・...........1 

220・e ・・ ・・ 4 

224.・・・・・ a田・・・・・・・・ーー1 

225・・・ ーー・・ー・・・・・・・ 0・6

230........... ーー ・・・ 2

社長ブレーンの給料 ウプサラ調査もMCE報

告も社長のブレーン組織に 1つのパターンのある

ことを証明している。役職の序列も全く軌をーに

する。メンパーを役職の序列に従って並べると，

社長の片腕の副社長(スウェーデンの場合は Vice

VD)， これに続くのは営業部長を筆頭にして，

以下生産部長・経理部長 ・技術部長・ 研究部長・

管理部長・ 人事部長，最後尾は購買部長というこ

とになる。しかしこの序列について最近若干の異

変が現われている。それは営業部門よりも技術部

門の発言力が強くなったことと，購買部の権限が

資材管理および運用にまで拡大されたことである。

社長報酬を 100とした場合の社長ブレーンの給

料との割合は第3表のとおりである。

低実収と頭脳流出 スウェーデン企業の重役の

実収が他のヨ ーロッパ諸国の同僚に比べて余 りに

も少いということは，スウェーデン経済にどうい

う影響を及ぼすだろうか。

エリート族が好んで外国に就職したがるとか，

のどから手が出るほどのトップクラスの外国専門

家を，税の関係でスウェーデンに連れて来れない

とか，ある外国企業がトップクラスに口をかけて

いるとか，スウェーデンの会社の重役は金で買収

出来ると か，いろいろな流言飛語が入り乱れてい
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40 

を狙うような野心家が余りにも少いと いうのだ。

折角努力して地位が昇り収入が増加しでも，実収

の増加分は微々たるものである。むしろそれより

はレジャーや家族サービス本位というのが一般通

念になっている。こういう世代の世の中になった

ら頭脳流出もさ ることながら，本国自体が危うく

なりはしまいか。

何れにしてもスウェーデン社会は高福祉と高負

担のぎりぎりの限界にきていると見るべきであろ

う。何れにしても，このぎりぎりの線まで持って

来れたのは驚くべきことであると言わざるを得な

い。これについてはスウェーデン社会の構造を研

究する必要がある。

42 

なお最近目立って来たコンツェノレンの外国引越

しゃ大企業の研究センターの外国都市における設

定等色税の関係から来る企業の一種の圏外脱出

と見る向きもあるが，全面的にこの見方を肯定す

るわけには行かない。またスウェーデン企業の重

役の実質収入の極端に低し、ことが，どういう結果

を生むか，現時点で判定を下すことは出来ない。

少く ともこ こで言えることは，今のスウェーデン

大企業の重役は貧しいスウェーデンを富める福祉

固に盛り上げた担手で，極めて連帯感の強い愛国

者たちである。換言すれば彼等は余りにも強くス

ワェーデンに結びついている。

この人たちの案じているのは，若い世代のこと

である。というのは若いものは意気地なしで重役

(2) スウーデンの老人福祉について

Welfare of the Old Age in Sweden 

神奈川県民生部主事 戸 川 佳 和

Mr. Yoshikazu Togawa Department of Welfare 

Kanagawa Prefectural Government 

本稿は，戸川主事が，岡県の第3回海外派遣研修生として，昭和46年9月から11月まで 2ヶ月間

iスウェーデンで老人福祉の研究調査をされた結果をまとめられたもので， 神奈川県民生部編 「民生 i

l部福祉時報.J (昭和48年)No.15の第4章および第5章より，同主事のご好意により転載させてい

iただいたものでありまして今回はその第2回目で，第4章の第2節と第3節に当ります。

最近は小学校の食堂や近くの老人ホームで食事

ができるようになった。食事を通じて他の年金受

給者と接触でき るので好評を博している。

2 図書のサービス

図書館は，図書館へ行くのが困難な年金受給者，

在宅身体障害者，病人等のため，彼等の住居，病

院，施設等に図書の巡回配達を行なっている。ス

3 

その他の在宅対策

給食サービス

コミューンは年金受給者に毎日食事を配達して

いる。配達するときは料理したものを冷凍にして

いるので， 年金受給者はこれを暖めなければなら

ない。 食事代は 3クローネ75オー レである。

第 2節



ウェーデンでこのサービス(libraryservice for 

housebound readers)を最初に始めたのはマノレ

メ公立図書館 (1955年〕である。そのサービス組

織は， アメリカのオハイオ州にあるクリーブラン

ド公立図書館が行なっているのと同一形態であ

り，近年スウェーデンの他の図書館で急速に拡大

した。大きな公立図書館は在宅者図書サービスの

ための専門職員をおいているが，小さな図書館で

は一般の図書館員が通常業務とこのサービスを兼

務している。これらの職員には，①社会事象への

強い関心，②書物に関する豊富な知識，③障害者

の個人的な物質的，文化的諸条件についての関心

が要求される。図書館学校では老人や障害者に対

して在宅サービスを行なう専門職員を養成する場

合，サービスのための徹底した基本教育を行なっ

ている。サービスの提供には対象者のもつニーズ

の把握と同時に，コミューンの社会福祉行政をは

じめとする障害者団体等の協力が必要である。

図書館に行くのが困難又は不可能な者で，図書

館の在宅者サーピスを必要としているすべての者

に，サービスに関する情報を漏れなく提供するこ

とは非常にむずかしい。スウェーデンでは年金受

給者やほとんどの身体障害者は社会保険事務所に

登録されている。しかし，彼等については秘密保

護法やその他の法令があるため，サービスに関す

る情報を直接提供するのは困難であった。そこで

彼等と接触するにはコミューンのソーシャノレ・ワ

ーカーの協力を得るのが最良の方法ということに

なった。即ち，紙ばさみのような書類入れ(フォ

ルダー〉に情報を入れ，それをソーシャル・ワー

カーに読者の自宅へ持参してもらう方法である。

フォルダーの配達はソーシヤノレ・ワーカーの他に

赤十字，教会等も行なっている。情報は勿論，図

書館に行っても得ることができるが，地域の図書

サービス組織においては，病院図書室が情報提供

者としての重要な役割を果たしている。病院の患

者は病院図書館員の影響をうけ，退院後帰宅しで

も図書館を利用する例が多いという。また，病院

の図書館員は，退院後居宅生活をせざるを得ない

身体障害者や老人の患者に対して在宅図書サービ

スに関する情報を入れるフォノレダーを提供してい

る。こうして，在宅の読者と図書館員のコミュニ

ケーションが容易になされている。

図書館員はすべての新しい在宅の読者を訪問し

読書調査をする。図書館員の訪問によって情報の

提供は完全なものとなる。従って図書館員はでき

るだけ多く，少くとも年4回は訪問する。スウェ

ーデンの経験からするとまったく孤独の生活を送

っている在宅者は，図書館員の訪問によ って刺激

を受け， 日常会話をはじめとして読書に関する議

論がなされることが多いという。在宅の読者も図

書館へ通うことができる者もまったく同じ刺激を

受けることができるのである。

書籍は定期的に配達される。マノレメでは4週に

一回が適当な間隔とされている。ボランティアが

配達を手伝ってくれる場合も多い。最初， マノレメ

図書館は若者の団体を使ったが，サービスが拡大

するにつれて，サービス組織は予期できなかった

ほど大きくなった。現在では経済的にも人的にも

家庭配達計画を当図書館在宅読者課に任せること

ができるほどになっている。

書籍の内容は読者調査の結果から選択される。 新

第10図 マルメ図書館のソーシャル・ライブラリー・サービス
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刊書や新しい分野の書籍一覧表は在宅読者の読書

欲をそそるために必要なものとされている。大抵

の老人や身体障害者は，以前に積極的に図書館を

利用したことがないから，注釈つきの書籍一覧表

を必要とするのは当然である。

聾，盲又は難視者は自分で図書館に行ける場合

でも在宅サービスの対象者となる。老人や難視者

のために大きな活字を使用した書籍を備えてい

る。盲人はプレーノレ式点字本か録音本を選択でき

る。スウェーデンにおいては，盲人協会と公立図

書館の協力が緊密である。盲人協会にはプレーノレ

式点字本を備えた図書館と録音本を備えた図書館

がある。盲人は，これらの書籍を協会から直接借

りることもできる。また，公立図書館は新聞記事

をテーフ。に録音し，盲人に提供している。このほ

か老人ホーム，身体障害者施設等の社会福祉施設

に対しでも図書サービスを行ない，入所者に読書

の機会を与えることによって彼等の生活が単調に

ならないように努力している。

3 家庭看護制度
イエチボリーでは家庭援護 (home-care)を補

完する制度として家庭で療養している病人が親戚

や隣人の看護を受けた場合，その病人に看護料を

支給し.病人をして看護者に看護料を支払わせて

いる。1971年度は毎月平均1，600件の対象件数が

あり， 支給月額は医学上の理由により受給資格を1

認められた者には 180クローネであるが，それ以

上の額を要する場合は収入審査による。限度額は

月額600クローネ。

4 住宅対策
(1) 住宅建設

イエテボリーの年金受給者に対する住宅対策

について述べる。同コミューンの1971年9月末

現在の住宅の現況は第10表のとおりである。
第 10 表

種 別 住 居 数

年金受給者住宅 2，014 

年金受給者ホテノレ 34 

戸建住宅 1，606 

年金受給者フロアー 37 

計 3， 691 

既設の年金受給者住宅の住居水準は低いものが

多かったが，現在約 1，200戸の近代化計画がスタ

ート した。これはアパート形式の建物で，寮母を

置こうとする意向もある。一戸建住宅は近代的な

賃貸住宅である。

年金受給者ホテノレは34の住居と集会室があるア

ノξー ト形式の建物で，集会室は年金受給者が談話

した :J， チェスをしたりするだんらんの場となっ

ている。この住居には一定の家具が備えてあり，

入居者の便宜を考えている。建物の入口には受付

をおいて入居者の相談に応じており，あたかも一

般のホテノレのような感じがする。この点で年金受

給者住宅と異なる。年金受給者のフロアは，イエ

テボリーの年金受給者には比較的新しい住居形態

である。この住居環境における生活方式は，他人

との意思の疎通を図りやすくすることによ って精

神的に安定させ，同時に生活を援護することを企

図したものである。各階には食堂があって同一階

のものは一緒に食事をし，休憩室も共同で使用す

ることになっている。昼間は各階にホームヘルパ

ーがいて家事を処理し，年金受給者の介護にあた

る。病気の場合に使用する看護室は，全階を通じ

て唯一つしかなく，どの部屋からもその看護室に

ベノレで連絡できる。

(2) 住宅手当の支給

コミューンは67歳以上の年金受給者に対して
住宅手当を出している。その額は所得によって

きまる。ウッデ、パッラ・コミューンでは年金受

給者住宅に住む年金受給者で国民年金しかもら

っていない者にはコミューンから月額250クロ

ーネの住宅手当(家賃相当額〉がでている。

5 その他の対策

コミューンは洗髪， 足の治療 (chiropody足

のまめ，たこなどの治療をいう。スウェーデンで

は専門の治療士がいる。〉等のサービスのほか，医

者へ通う場合の移送費を支給している。ワプサラ

では独り暮らし老人が夜中に病気になった場合，

コミューンに電話連絡をすると何時でも適切な処

置をとってくれるシステムをとっている。

また，年金受給者が孤独に陥り，無為にして退

屈になることがないように趣味，教養，スポーツ

等の各種活動をする余暇活動グループがある。こ

れらの組織体で最も大きいのはスウェーデン国民

年金受給者団体である。

在宅老人に対してボランティア活動を行なって

いる民間団体もある。活動の方法は様々で，例え

ば電話で話し相手になるテレフォーン・サービス

や友人として話し相手になるフレンド・サービス

がある。

第3節 マルメ家庭援護センター

マノレメ家庭援護センター (TheHome Care 

Centre of Malmo (英)， Malmo Hemvards-

central (瑞))は，老人，身体障害者等各種のニ

ードをもっている者に対して家庭援護を行ない，

また病人の家庭看護についてサービスを提供す

る。センターに配置しである専門職員は第11図の
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第 11 図

マノレメ家庭援護センター組織図
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第 12図 家庭看護対象者の推移
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とおりである。

センターは， 1959年7月1日マノレメ市保健局に

よって設置された。岡市は20地区に分けられ，各

地区ごとに担当者を置いて担当者の責任を明確に

している。

家庭看護 (home-nursing)は，巡回看護婦

(City nurses)と教会福祉職員 (Laywelfare 

workers)により行なわれ，看護補助員(Nurses-

aides) がこれを補助する。教会福祉職員は教会

の管理下にあり，介護業務はすべてセンターの指

揮を受ける。巡回看護婦も教会福祉職員も自分の

事務所を持っており，彼等はその事務所で毎日 9

時30分から10時30分(午前中〉まで，患者を受け付

けている。巡員看護婦は毎日 3度センターに電話

をかけ患者を割当てられることになっている。教

6 

会福祉職員は 1日に 1回だけセンターに電話をか

ける(活動状況の推移については第'12図参照〕

家庭援護は，ホーム・ケア・アシスタント

(Home care assistant) の援助を受けて各種

のホーム・へノレパーが1tなっている。ホーム ・ケ

ア・アシスタントは各種ホーム・ヘノレパーを指導

監督し，患者の心身の健康状態を把握する。こう

したことから彼等は充分訓練を受けた看護婦でな

ければならないことになっている。

家族援護の職種は，前述したように援護を受け

る対象によって老人家庭奉仕員，児童家庭ホーム

ヘノレパー及び、児童ホームヘノレパーの3種に分かれ

る。老人家庭奉仕員(サマリタン〉と児童ホーム

ヘノレパーに成する需要は非常に強く，両者とも不

足している。(第13図~第15図参照〉
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第13図 老人家庭奉仕員の派遣を受けた老人及び身体障害者
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第14図 児童家庭ホームヘルパーの派遣を受けた児童家庭
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ベングト ・口ンビ一博士

講演会

去る 6月4日東京大手町の経団連会館において

社団法人日瑞基金主催により，ストックホノレム工

科大学主任教授ベングト ・ロンビ一博士の講演会

が開催された。

当日の出席はスウェーデン大使館科学官ニーノレ

ス・ホーヌマノレク氏， 日瑞基金専務理事西村光夫

氏，経団連理事関成一氏，京大教授岡村誠三氏，

東大教授大島恵一氏，高分子学会会長神原周氏な

ど極めて多彩であった。

ロンピ一博士の講演は，まずストックホノレムに

おいて目下日本語の教師が必要とされており，日

瑞基金など日本側より是非紹介，あっ旋してほし

い旨の発言に始まり，本題のスウェーデンにおけ

る最近の科学技術および経済の在り方に関し次の

知く述べられた〔要旨は事務局文責〉。

スウェーデンの産業・経済は，企業や個人の発

明に依存するところが大であった。スウェーデン

は小規模の国であるから，現代の大量生産を基調

とする部門で，他国と競合していくことは困難で

あって， したがって競争の少いユニークな製品を

世界市場に送り出すことに活路を見出さねばなら

ない。かような事情から，スウェーデンでは，科

学技術教育の課程で，創造性や発明技術を教える

ことすら行われている。しかし教えられたからと

云って発明できるものではないが，そうした教育

によって，新しい発明や技術をいち早く知り，そ

れを生産の過程に乗せ利用することによって，国

の産業 ・経済の発展に寄与する方向に導くことを

考慮している。

同博士は以上の如く，スワェーデンにおける興

味深い教育と産業・経済との結び付きを述べられ

た後に，スウェーデンにおける瑞日基金の活動の

8 

現状と見通しを述べ，両国基金の実に緊密な提携

の必要性を強調された。

なお同博士を囲んだ形で，京大岡村教授，東大

大島教授，神原高分子学会長方との聞で廃棄物処

理および都市火災問題につき熱心な質疑および討

論が行われた。

田中於蒐禰早大教授

講演会

去る 6月5日東京六本木の国際文化会館におい

て，当スウェーデン社会研究所主催にて，早稲田

大学教授田中於蒐弥氏の「印度文化と日本文化」

と題して講演会が開かれた。

当日は，印度文化に造詣深くあられるグンナー

.へツクシヤースウェーデン大使夫妻のご出席が

あったほか，大使館のクルト・フランソン氏，ェ

スコーエフのオーケ・マンゴード氏夫妻，日本語

研究者のスタファン・ヤンソン氏などスウェーデ

ン側より多数出席された。

同教授の講演は，印度文化の日本文化への影響

の歴史が極めて古く，またそれが宗教，文学その

他社会全般に極めて広く且つ根深いものであるこ

とを説かれ，これに関し，大使夫妻はじめ瑞日両

国出席者との間で熱心な質疑応答が行われた。



スウェーデン留学

研究員からの便り

拝啓 こちらへ参りまして早や1ヶ月がすぎ，

もうすっかりこちらの生活になれ，気候のよくな

ったことと相まって快適な日々を送っておりま

す。 IVAの Ringstrom氏には連絡をすぐに致

しまして，そのうち氏の方から連絡を下さるとい

うことでしたがまだ連絡を現在の所もらっており

ません。

私のおります所はABAtomenergiのReactor

Physics Sectionで chiefは EricHellstrand 

さんという方です。スタッフは全部で10人余りと

思われます。以前は基礎研究を中心にしてきたけ

れども最近政府の方からの資金が少なくなったた

め研究費を ASEA Atomから受け入れる割合

がふえ，それにともなって性格も応用研究の方に

重点が移ったそうです。スタッフの中の人も何人

かは大半を ASEA Atomですごしている人が

あります。それで secretな部分がふえてきたそ

うで，私などにはこの sectionでどんな研究をし

ているのかはほんの一部しかきかしてもらえませ

ん。またきいても余り関係のないことが多いよう

です。重水炉を打ちきってBWRやPWRといっ

た軽水炉の導入にふみきったこととおそらく関係

があると思われますが，高速炉の研究も実験はや

めたそうで， この sectionも実験から計算に移

行し今では75%までが計算だそうです。ともかく

日本では大学にいて学生といっしょに討議し，指

導していたふん囲気からいっしょに会社のふん囲

気に入りましたのでずいぶんその違いを感じてい

ます。これは国の違いよりも大学と会社の違いの

方が大きいのだと思います。日本の会社のふん囲

気を知りませんので比較ができませんが。やはり

大学とちがって何かある scheduleで動いている

ように思われますし又，年輩の方が非常に多い感

じです。

私の仕事はこの中でも最も基礎研究に近い方に

属し，今 HansHaggblomという方といっしょ

に衝突確率法を用いて二次元積分型中性子輸送方

程式を数値解析するという仕事で計算コードを開

発するところです。なかなか面白い仕事で興味を

もってやっておりますが，現在のととろは基礎知

京都大学助手工学博士

中村向 司

( 同氏は日瑞基金の派遣研究員として
去る 4月渡瑞され， 1ヶ年間現地にて)
研究に従事される。

識をまず身につけるということで毎日， 8時に研

究所につき 4時半に帰るまでほとんどの時間を机

の前にかじりついて本や論文をよんでいる所で

す。夏休み (7月9日から 3週間〉までにはコー

ド化できるのではないかと思っております。そし

てこれをさらに発展させてくれということですが

この二次元計算というのは大変な仕事で，ここに

滞在中にうまくできるかどうかなと思っていま

す。ここの sectionの人も一年ではちょっとむ

づかしいから日本に帰って，続ける必要があるの

ではないかといってました。

こちらの方は皆親切でいろいろ面倒をみてもら

っております。 Hellstrandさんには一度 Dinner

に招待され，おいしいスウ ェーデンの家庭料理を

ごちそうになりましたし，他の方には Stockholm

を案内してもらったり， レストランの食事に招待

してもらったりして楽しい思いをさせて頂きまし

た。私が現在ただ1人の Nykりpingおよび Stu-

dsvik にいる日本人ですので， 日本語の話せる

Thomas Gillbro (以前京大の岡村先生の所に留

学していた人〉に時々お世話なっております。

こちらは5月に入って急にすばらしい季節にな

りました。暖かくて連日の晴れで気温も20
0

C近く

になり，歩くと汗ばむ位です。木々も若芽をふき

出し，チューリップ，水仙，パンジー，たんぽぽ

(に似た花)，れんぎょう(と思います)，など

が咲き乱れて実に美しく，想像以上のすばらしさ

に夕食後や週末にはその辺を歩きまわっておりま

す。森が至る所にありますし，又緑の草原もいっ

ぱいあり散策の場所にはこと欠きません。広大な

自然を思う存分楽しみパチパチと写真をとってお

ります。

こちらの人は休日をとるというと大体1週間と

るのがふつうで日本的常識からみて非常に長く驚

いており ます。 私もできる限りいろんな人を知り

いろんな所をみておこうと思っております。 Sto-

ckholmには2度いきましたがこんどは Vaste-

rお にパスツアーがあり参加することになってい

ます。又GripsholmやStrangnasは近くなので

パスで行こうと考えています。 6月に文休みが続
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きますので少し遠出をして北の方のスウェーデン

を見てこょうかと思っています。

日本と比べまして物価はやはり高く，野菜はこ

とに高いです。レストランなどでの食事もセノレフ

サービスの所でも高くつくのでほとんどの日は自

炊を しております。又，汽車やノイスも日本の2倍

ほどの値段で私のように車をもたないものにとっ

ては回数が少ないこともあって唯一の苦痛の種で

す。そのかわりといってはおかしいですが音楽会

などの入場料は非常に安く，音楽好きの私にとっ

て何よりの朗報です。もう 3回コンサートをきき

にいき，一度はオペラを見ましたがわすが2krで、

すばらしいオペラを見せてもらってうっとりとし

て帰 りました。又教会でのコンサートもはじめて

の経験で宗教音楽のもつ清澄で荘厳なふん囲気に

ひたることができました。これらは皆ほんとにい

い経験になったと喜んでおります。

このすばらしい国にも 2，3の問題があるよう

でこれは Sectionの人の話でききました。ひとつ

はアパートだそうで至る所の町に作られているア

ノfート群の入居希望者が最近へってきて，特に

Braunholmenとか Tabyとかでは緑地が少な

く子供達は遊べなくて室をこわしたりする問題か

生じてきて政府はその建設計画を変更又は中止せ

ざるをえなくなったそうです。 Nykopingの町

10 

でも空室がかなりあるそうです。人々は庭っきの

一軒家を望むそうです。日本のように家がなくて

困っている状況からみるといわばぜいたくな悩み

といえると思いますが， 日本は今アバート群をど

んどん作っているのでそのうちこんな問題が生じ

てくるかもしれません。もう一つの問題は大学生

の就職難だそうで，そのため最近大学へいくもの

が減ってきているそうです。大学を出て専門職が

ないのなら早く学校を出て職につく方がいいとい

うことで，これは問題になっているそうです。

現在までにきき，見て，感じましたことをとり

とめもなくかきつづってスウェーデンからの短信

といたしました。 敬具

5月5日

e o 

中村尚司



E 置冨置 Brief No旬son Sweden I活動メモIActivities 
冷凍食品に品質注意表示

Frozen Food /，ノLabel"Gives Quality Alarm 

「スウェーデン ・ナウ」誌の記事によると，冷

凍・冷蔵食品の保存温度が適当な範囲に保たれて

いないと，その食品の容器にとりつけた特別なラ

ベノレが変色するという新しい製品がスウェーデン

人科学者により開発されたという。

これは色のついたただ、の点で，これを使えば，

食品加工業者や小売業者は痛み易い食品の販売を

早めることもでき，消費者は小売用パッケージに

ついているこのラベルを見て新鮮さの度合を見る

目やすにすることもできる。

このアイ・ポイント表示と呼ばれる製品は生化

学的反応に基いて，温度に対し，腐敗しやすい食

品と同じような反応をする。従って自然のままの

腐敗の過程を反映するわけである。

この表示に要する最低コストは，一物品につき

その 1%以内におさまるものと見られ，間もな く

市場に出る予定という。

輸出は32%，輸入は19%の上昇

Swedish Exports up 32 Per Cent 

Imports 19 Per Cent in 1973 

1973年 1 月 ~3 月のスウェーデンの輸出額は

126億7千3百万クローナ (28億 l千6百万わり

にのぼり，前年度同期の輸出額の32%増を記録。

輸入額は19%増で112億8千2百万クローナ。

この結果，貿易黒字は 1億 1千9百万クロー

ナから13億9千百万クローナに大幅増を記録。

輸出額の増加の著しいものは，食料品，木材，

バノレプ，鉄鉱，化学製品，紙，鉄，機械， 自動車

および船舶。

輸入額の増加で著しいものは，食料品，化学製

品，鉄，機械，航空機，船舶，衣類および，はき

もの。

3. 1 ヨッテボリ一大学のグスタフソン氏来

所し，テクニカノレ・インフォメーション・トラン

スファーの日本における組織の視察・研究につい

て打合せを行なった。

3. 6 当研究所編の「スウェーデンの老人と

福祉」が出版された。

3. 7 新任の大使館参事官ヨーダーノレ氏と当

研究所西村所長ほか研究所役員との初懇談会が，

ハfレクヴイスト氏およびフランソン氏も同席し

て，永田町南甫園で行われた。

3、12 日瑞基金よりスウェーデンに派遣され

ていた京都大学原子炉実験所助手・理学博士川瀬

洋一氏が， 1年間の研究を終えて帰国した。

3.14 スウェーデン大使館広報部会議室にお

いて，同大使館主催により日本またはスウェーデ

ンに留学した体験および印象を語る日瑞留学生懇

談会が開催された。

3.22 当研究所の月例総合委員会が開催され

過般来懸案の日瑞共同研究に関する発表会および

論文作成ならびに研究所資料の作成予定等につい

て協議した。

3.24 昨年のスウェーデン視察団派遣を記念

するスウェーデンの近況と問題点に関する出版方

針について，至誠堂出光社長を迎え協議した。

3.24 老人問題研究会を開催(本年第2回〕

発表者，大阪医大教授医博吉田寿三郎氏「ヨーロ

ッパ老人訪問記」

3.26 本年度第2回スウェーデン語普通クラ

ス講習を開始。

3.31 研究所月報第3号を発行。

4.11 枚方市所在の国際文化研究所設立委員

のシヤスティン・ヴィデウス女史来所し高須理事

と懇談。

4.12 スカンヂナピスカ・エンシノレダ室長千予言正

券部部長代理シェノレランダー氏が西村所長等と会

圭究
白ヅて 0

4.20 万国博覧会記念協会より日瑞基金に対

し，補助金交付の内定通知あり。

4.21 日瑞共同研究の第1回発表会を開催，

日瑞の労使関係事情について藤田至孝亜細亜大学

助教授と永山泰彦東海大学講師との講演が行われ

た。

5. 1 昭和47年度厚生科学研究補助金取扱規

程による論文「福祉指標によるスウェーデンと日
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「スウェーデンの町造り_j'と題する講演会がスウ

ェーデン大使館の好意により同大使館広報課会議

室において開催された。

5.25 赴任を間近かに控えた新駐スウェーデ

ン大使上回常光氏および同前大使日向精蔵氏と当

研究所西村所長ほか役員との懇談会がホテ/レ・オ

ークラにて行われた。

本との比較」を厚生省に提出した。

5.14 スウェーデン大使館参事官ヨーダーノレ

氏の「スウェーデン産業の今日の問題点」と題す

る講演会が，日本クラブ会議室において開催され

た。

5.19 

5.21 

研究所月報第4号を発行。

スウェーデン在住の建築家田中久氏の

‘・

昭
和
泊
四
年
7
河
お
日
発
行

定価 2000円カの研究」アメ• ンア一フ
戸

l
!

夫光村西修臣と
JID. 

世 界経済調査会

東京都港区南青山7-2-1 青康ビノレ7階

T E L 03 - 400 - 1 6 7 1 

財団法人発行所

第
5
巻
第
7
号

亡河
豆主」展のム一A由社自し、し「新

定価 2500円一一木内信胤先生古稀記念論文集一一

毎
月
1
回
お
日
発
行

編
夫光村西

明千山西

ド社

東京都千代田区霞ヶ関 1-4-2

T E L03-504-6515 

ンモヤダイ発行所

編
集
責
任
者

高
頁
俗
三

発
行
所
社
団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所

ス
ウ
ェ
上
ア
ン
の
老
人
と
福
祉

平

田

富

太

郎

監

修

1

1
1
11

1

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所
編

B
6
判
/
価
6
0
0
同

世
界
的
現
象
と
し
て
、
経
済
的
な
笠
か
さ
と
近
代
医
学
の
進
歩
は
、
必
然
的

に
老
齢
者
間
閣
の
増
加
を
招
来
し
て

い
る
。
従
っ
て
そ
の
福
祉
対
策
も
併
行
し

て
各
国
と
も
政
策
綱
領
と
し
て
掲
げ
、
鋭
意
そ
の
充
実
に
カ
を
注
い
で
い
る

現
状
で
あ
る
。
わ
が
政
府
も
老
齢
者
の
福
祉
に
つ
き
積
極
的
姿
勢
ぞ
種
々
の

施
策
を
講
じ
っ
、
あ
る

が
、
い
ま
だ
し
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
い
一わ
ね

ば
主
ら
な
い
。
こ
の
時
機
に
あ
た
り
、
斯
界
の
権
威
の
監
修
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
専
門
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
執
筆
者
の
共
同
研
究
に
よ
っ

て、

先
進
ス
ウ

ェ

ー
デ
ン
の
老
人
福
祉
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
特
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

《
主
な
内
容
》

序

文

西

村

光

夫

監

修

の

こ

と

ば

平

田

富

太

郎

第
一
章
川
川
畑
一
醐
伽
貯
説
明
?
"
直
凶
と
構
造
岡
野
加
穂
留

第
二
章

岡

山
ι
桁

円

台

は

問

題

の

基

礎

構

造

高

須

裕

三

第
三
章

ほ

が

い

じ

え

紙

一

国

市

経

済

的

側

面

丸

尾

直

美

第
四
章
広
範
な
年
金
制
度

-

老
後
生
括
的
完
全
保
障
の
た
め

に
|

|

松

本

浩

太

郎

付
加
年
金
制
度

(A
T
P
)
創
設
の
経
緯

卜

T
F

一

|
i
政
争
に
ま
で
発
川
町
し
た
老
後
生
活
水
準
向
上
へ
の
初
力
J
里
ミ

ホ

滝
川
股
端
医

小
野
寺
百
合
子

老

人

と

住

居

問

題

ム

永

山

l
l快
適
主
日
宅
内
航
仰

ー
ー

老
人
と
そ
の
教
育

|

|
生
き
が
い
を
求
的
て

の
ザ
門

l
l

中
嶋

が

さ

松

本

浩

太

郎

・

中

嶋

第
五
背
中

第
六
章

第
七
草

第
八
章

社
会
政
策
問
題

一
堂
で
一文-師

一成田開
寝
並
現
代
の
社
会
保
障

パ

ヤ

¥

末

高

信

・

安
井
信
夫
共
著

B
6
判
/
価
7
0
0
円

と

A
5
判
/
戸
・
価
1
8
0
0
円

社
会
政
策
研
究 泰

彦
定
価
一

O
O円

東京・新宿・早稲田鶴巻町441/官電話(203)9201附・図書目録贈呈・

12 




